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(57)【要約】
【課題】　エアコンの室外機に取り付けられるので、従
来のようにシート材を室外機が設置された基礎等に対す
る工事を必要としない
【解決手段】　エアコンの室外機５００に取り付けられ
る枠体１１０と、枠体１１０に取り付けられてエアコン
の室外機５００に対して斜めに設置されるシート材１２
０とを備え、枠体１１０は、室外機５００の上側に取り
付けられる一対の上側アーム１１１Ａと、室外機５００
の下側に取り付けられる一対の下側アーム１１１Ｂと、
一対の上側アーム１１１Ａの間に掛け渡される上側ステ
ー１１２Ａと、一対の下側アーム１１１Ｂの間に掛け渡
される下側ステー１１２Ｂと、一対の上側アーム１１１
Ａと前記一対の下側アーム１１１Ｂとの間に掛け渡され
る一対の縦方向ステー１１３とを有し、上側ステー１１
２Ａの先端は下側ステー１１２Ｂの先端より室外機５０
０側に位置する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアコンの室外機に取り付けられる枠体と、この枠体に取り付けられてエアコンの室外
機に対して斜めに設置されるシート材とを具備しており、前記枠体は、室外機の上側に取
り付けられる一対の上側アームと、室外機の下側に取り付けられる一対の下側アームと、
前記一対の上側アームの間に掛け渡される上側ステーと、前記一対の下側アームの間に掛
け渡される下側ステーと、前記一対の上側アームと前記一対の下側アームとの間に掛け渡
される一対の縦方向ステーとを有しており、前記上側ステーの先端は前記下側ステーの先
端より室外機側に位置することを特徴とするエアコンの室外機の日除け装置。
【請求項２】
　前記上側アームの先端は屈曲されて上屈曲部として、前記下側アームの先端は屈曲され
て下屈曲部としてそれぞれ形成されており、上屈曲部の屈曲角度と下屈曲部の屈曲角度と
は、和が１８０°になるか、等しくなっていることを特徴とする請求項１記載のエアコン
の室外機の日除け装置。
【請求項３】
　前記一対の上側アームは、一対の上側アームに掛け渡されて室外機の一面とそれと対向
する他面とを挟み込んだ状態で上側アームを室外機に対して取り付ける上側取付手段によ
って、前記一対の下側アームは、一対の下側アームに掛け渡されて室外機の前面と後面と
を挟み込んだ状態で下側アームを室外機に対して取り付ける下側取付手段によって、それ
ぞれ室外機に取り付けられることを特徴とする請求項１又は２記載のエアコンの室外機の
日除け装置。
【請求項４】
　前記シート材は、通気性を有するものであることを特徴とする請求項１、２又は３記載
のエアコンの室外機の日除け装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアコンの室外機への直射日光を遮って冷房効率を高めかつ電気使用量を削
減することができるエアコンの室外機の日除け装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エアコンの室外機に直射日光が当たると、冷房効率が低下し、電気使用量が増加するこ
とが知られている。
　このため、室外機への直射日光を遮るものとして特許第３６４１４７８号の『エアコン
室外機の温度上昇抑止方法』（特許文献１）が創案されている。
【０００３】
　この『エアコン室外機の温度上昇防止方法』は、『周囲にハトメを設けた断熱マットを
用意し、当該断熱マットを、上部をエアコン室外機の上部に対して前記ハトメに取り付け
たステンレス線等の線材を介して固定するとともに、下部を前記エアコン室外機から離間
した位置において基礎等の設置面に対して前記ハトメに取り付けたステンレス線等の線材
を介して固定する態様で、前記エアコン室外機のフィンの前方に斜めに設置することを特
徴とする』ものである。
【０００４】
【特許文献１】特許第３６４１４７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のものは、断熱マットをステンレス線等の線材でエアコン室外機の
上部及び基礎等の設置面に固定するものであり、特に設置面に対してはコンクリート釘等
を設置面に打ち込む必要がある。すなわち、設置方法がそれほど容易ではなく、熟練を要
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する作業が必要となる。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みて創案されたもので、コンクリート釘等の打ち込みのような
熟練を要する作業が不要で、しかもエアコンの室外機への直射日光を遮って冷房効率を高
めかつ電気使用量を削減することができるエアコンの室外機の日除け装置を提供すること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るエアコンの室外機の日除け装置は、エアコンの室外機に取り付けられる枠
体と、この枠体に取り付けられてエアコンの室外機に対して斜めに設置されるシート材と
を備えており、前記枠体は、室外機の上側に取り付けられる一対の上側アームと、室外機
の下側に取り付けられる一対の下側アームと、前記一対の上側アームの間に掛け渡される
上側ステーと、前記一対の下側アームの間に掛け渡される下側ステーと、前記一対の上側
アームと前記一対の下側アームとの間に掛け渡される一対の縦方向ステーとを有しており
、前記上側ステーの先端は前記下側ステーの先端より室外機側に位置するようになってい
る。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るエアコンの室外機の日除け装置は、エアコンの室外機に取り付けられるの
で、従来のようにシート材を室外機が設置された基礎等に対する工事を必要としない。す
なわち、より容易に室外機に設置をすることができるエアコンの室外機の日除け装置とな
っている。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の概略的斜視図である
。
【図２】本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の枠体の概略的斜視図
である。
【図３】本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の枠体を構成する上側
アーム及び下側アームと室外機との関係を示す概略的斜視図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の概略的側面図である
。
【図５】本発明の他の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の上側アームと下
側アームとの関係を示す概略的側面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置の上側取付手段と下側
取付手段を示す概略的説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施の形態に係るエアコンの室外機の日除け装置１００は、エアコンの室外機
５００に取り付けられる枠体１１０と、この枠体１１０に取り付けられてエアコンの室外
機５００に対して斜めに設置されるシート材１２０とを備えており、前記枠体１１０は、
室外機５００の上側に取り付けられる一対の上側アーム１１１Ａと、室外機５００の下側
に取り付けられる一対の下側アーム１１１Ｂと、前記一対の上側アーム１１１Ａの間に掛
け渡される上側ステー１１２Ａと、前記一対の下側アーム１１１Ｂの間に掛け渡される下
側ステー１１２Ｂと、前記一対の上側アーム１１１Ａと前記一対の下側アーム１１１Ｂと
の間に掛け渡される一対の縦方向ステー１１３とを有しており、前記上側ステー１１２Ａ
の先端は前記下側ステー１１２Ｂの先端より室外機５００側に位置するようになっている
。
【００１１】
　まず、図１に示すように、横長の平べったい直方体状の室外機５００に適用されるエア
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コンの室外機の日除け装置１００を説明する。
　この種の室外機５００は、最も大きな面である正面５１０には開口（図示省略）が設け
られ、この開口から内部のフィン付きの熱交換機（図示省略）が露出している。
　このような室外機５００に対しては、このエアコンの室外機の日除け装置１００のシー
ト材１２０は、正面５１０の正面において斜めになるように設置されることになる。すな
わち、室外機５００の熱交換機が露出している正面５１０に直射日光が当たらないように
するためである。
【００１２】
　前記枠体１１０を構成する一対の上側アーム１１１Ａの先端は鈍角θ１に屈曲されて上
屈曲部１１１Ａ１となっている。この一対の上側アーム１１１Ａは、上屈曲部１１１Ａ１
が室外機５００の正面５１０側、かつ下向きに位置するようにして対向する一対の側面５
２０に取り付けられる。
　この上側アーム１１１Ａの先端の上屈曲部１１１Ａ１より後側には、複数の開口１１１
Ａ２が一定間隔で開設されている。また、上側アーム１１１Ａの後端側にも、開口１１１
Ａ３が開設されている。これらの開口１１１Ａ２、１１１Ａ３は、後述する上側取付手段
１３０を構成する棒体１３１が挿入される部分である。
　なお、この上側アーム１１１Ａは、取り付けられる室外機５００の厚さ（正面５１０と
背面５３０との間の距離）より長く設定されている。
　また、この上側アーム１１１Ａは角パイプから構成されている。
【００１３】
　かかる上側アーム１１１Ａを室外機５００に取り付ける上側取付手段１３０は、図６（
Ａ）に示すように、両端が雄ネジとなった２本の棒体１３１と、前記雄ネジに螺合する４
個のナット１３２とから構成される。前記棒体１３１は、一対の上側アーム１１１Ａに掛
け渡されて室外機５００の正面５１０（一面）と背面５３０（それと対向する他面）とを
挟み込んだ状態で上側アーム１１１Ａを室外機５００に取り付けるようになっている。
【００１４】
　一対の上側アーム１１１Ａをそれぞれ１本ずつ室外機５００の側面５２０の上側におい
て同一高さで接触させた状態で、上側アーム１１１Ａの先端側及び後端側の開口１１１Ａ
２、１１１Ａ３にそれぞれ棒体１３１を挿入し、各棒体１３１の各雄ネジにナット１３２
を螺合させる。この場合、室外機５００の厚さに対応した開口１１１Ａ２を選択する。す
ると、一対の上側アーム１１１Ａは、室外機５００を両側面から挟み込んだ状態で室外機
５００に取り付けられる。
【００１５】
　一方、一対の下側アーム１１１Ｂの先端は、鋭角θ２に屈曲されて下屈曲部１１１Ｂ１
となっている。
　なお、前記上屈曲部１１１Ａ１の角度θ１と、下屈曲部１１１Ｂ１の角度θ２の和は１
８０°となっている。
【００１６】
　この下側アーム１１１Ｂも先端の下屈曲部１１１Ｂ１より後側には、複数の開口１１１
Ｂ２が一定間隔で開設されている。また、下側アーム１１１Ｂの後端側にも、開口１１１
Ｂ３が開設されている。これらの開口１１１Ｂ２、１１１Ｂ３は、後述する下側取付手段
１４０を構成する棒体１４１が挿入される部分である。
　なお、この下側アーム１１１Ｂは、取り付けられる室外機５００の厚さ（正面５１０と
背面５３０との間の距離）より長く、かつ前記上側アーム１１１Ａよりも長く設定されて
いる。
　また、この下側アーム１１１Ｂは角パイプから構成されている。
【００１７】
　かかる下側アーム１１１Ｂを室外機５００に取り付ける下側取付手段１４０は、図６（
Ｂ）に示すように、両端が雄ネジとなった２本の棒体１４１と、前記雄ネジに螺合する４
個のナット１４２とから構成される。一対の下側アーム１１１Ｂに掛け渡されて室外機５



(5) JP 2013-19593 A 2013.1.31

10

20

30

40

50

００の正面５１０（一面）と背面５３０（それと対向する他面）とを挟み込んだ状態で下
側アーム１１１Ｂを室外機５００に取り付けるようになっている。
【００１８】
　一対の下側アーム１１１Ｂをそれぞれ１本ずつ室外機５００の側面５２０の下側におい
て同一高さで接触させた状態で、下側アーム１１１Ｂの先端側及び後端側の開口１１１Ｂ
２、１１１Ｂ３にそれぞれ棒体１４１を挿入し、各棒体１４１の各雄ネジにナット１４２
を螺合させる。この場合、室外機５００の厚さに対応した開口１１１Ｂ２を選択する。す
ると、一対の下側アーム１１１Ｂは、室外機５００を両側面から挟み込んだ状態で室外機
５００に取り付けられる。
【００１９】
　また、一対の上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１と、一対の下側アーム１１１Ｂ
の下屈曲部１１１Ｂ１とは、室外機５００に対して斜めになった同一平面上に含まれるよ
うにする。すると、前記上側ステー１１２Ａの先端は前記下側ステー１１２Ｂの先端より
室外機５００側に位置するようになる。
【００２０】
　室外機５００に取り付けられた上側アーム１１１Ａには上側ステー１１２Ａが、下側ア
ーム１１１Ｂには下側ステー１１２Ｂがそれぞれ掛け渡される。
　上側ステー１１２Ａは上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１の根元側に、下側ステ
ー１１２Ｂは下側アームの下屈曲部１１１Ｂ１の根元側にそれぞれボルト、ナット等の適
宜な締結手段で取り付けられる。
　なお、上側ステー１１２Ａ、下側ステー１１２Ｂには、例えば、複数の長孔状開口１１
２Ａ１、１１２Ｂ１が一定間隔で開設された金属板が使用される。この長孔状開口１１２
Ａ１、１１２Ｂ１は、シート材１２０を枠体１１０に取り付けるためのものである。
【００２１】
　また、室外機５００の正面５１０側から見て同じ側の上側アーム１１１Ａと下側アーム
１１１Ｂとは、縦方向ステー１１３で連結される。なお、縦方向ステー１１３と両アーム
１１１Ａ、１１１Ｂとの連結は、ボルト等の適宜な締結手段で行われる。
　かかる縦方向ステー１１３と、前記上側ステー１１２Ａ及び下側ステー１１２Ｂとによ
って額縁状の枠が構成されることになる。
　この縦方向ステー１１３は、角パイプから構成されている。
【００２２】
　一方、シート材１２０は、前記額縁状の枠に対応した大きさのものであって、上端縁部
と下端縁部とに複数のハトメ１２１が一定間隔で取り付けられている。このハトメ１２１
と上側ステー１１２Ａ及び下側ステー１１２Ｂの長孔状開口１１２Ａ１、１１２Ｂ１とを
利用して結束バンド１２３等によって枠体１１０に取り付けられる。
　かかるシート材１２０は、通気性を有するシートが使用される。このシート材１２０は
、遮光性とともに通気性が重要となってくる。
【００２３】
　ここで、上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１が鈍角θ１で、下側アーム１１１Ｂ
の下屈曲部１１１Ｂ１が鋭角θ２でそれぞれ屈曲されており、かつθ１＋θ２＝１８０°
となるように設定されているため、シート材１２０は室外機５００に対して斜めに設置さ
れることになる。しかも、シート材１２０の設置に際して、設置面にコンクリート釘を打
ち込むといった熟練を必要とする作業は不要である。
【００２４】
　上述した実施の形態では、上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１を鈍角θ１、下側
アーム１１１Ｂの下屈曲部１１１Ｂ１を鋭角θ２とし、θ１＋θ２＝１８０°としたが、
各アーム１１１Ａ、１１１Ｂの屈曲部１１１Ａ１、１１１Ｂ１は、図５に示すように構成
することも可能である。
【００２５】
　図５（Ａ）に示すように、上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１は鈍角θ１、下側
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アーム１１１Ｂの下屈曲部１１１Ｂ１も鈍角θ１とすることも可能である。このように構
成したならば、両アーム１１１Ａ、１１１Ｂの各屈曲部１１１Ａ１、１１１Ｂ１を下向き
とすることで、シート材１２０を室外機５００に対して斜めに設置することが可能とある
。
【００２６】
　また、図５（Ｂ）に示すように、上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１は鋭角θ２
、下側アーム１１１Ｂの下屈曲部１１１Ｂ１も鋭角θ２とすることも可能である。このよ
うに構成したならば、両アーム１１１Ａ、１１１Ｂの各屈曲部１１１Ａ１、１１１Ｂ１を
上向きとすることで、シート材１２０を室外機５００に対して斜めに設置することが可能
とある。
【００２７】
　さらに、図５（Ｃ）に示すように、上側アーム１１１Ａの上屈曲部１１１Ａ１は鋭角θ
２、下側アーム１１１Ｂの下屈曲部１１１Ｂ１を鈍角θ１とすることも可能である（ただ
し、θ１＋θ２＝１８０°）。このように構成したならば、上側アーム１１１Ａの上屈曲
部１１１Ａ１を上向き、下側アーム１１１Ｂの下屈曲部１１１Ｂ１を下向きとすることで
、シート材１２０を室外機５００に対して斜めに設置することが可能とある。
【００２８】
　また、上述の説明において、室外機５００は、横長の平べったい直方体状のものを挙げ
たが、ビル用マルチエアコン用の縦型の四角柱状の室外機５００（ビルマルタイプとする
。）もある。このビルマルタイプの室外機５００であっても、エアコンの室外機の日除け
装置１００の基本的構成は同じである。室外機５００の厚さに応じて、上側アーム１１１
Ａ、下側アーム１１１Ｂ、上側ステー１１２Ａ、下側ステー１１２Ｂ、縦方向ステー１１
３、上側取付手段１３０、下側取付手段１４０の寸法を変えることで対応可能である。
【００２９】
　さらに、送風ファンが２つあるツインタイプのビルマルタイプのものであっても、各構
成部品の寸法を変えることで対応可能である。
【符号の説明】
【００３０】
　１００　　エアコンの室外機の日除け装置
　１１０　　枠体
　１１１Ａ　上側アーム
　１１１Ｂ　下側アーム
　１１２Ａ　上側ステー
　１１２Ｂ　下側ステー
　１１３　　縦方向ステー
　１２０　　シート材
　５００　　室外機
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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